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１、はじめに 

 カーブ区間の交通事故は、他の道路区間に比べて重

くなる傾向がある。本研究ではカーブでの安全施設の

設置効果を評価する手法について検討した。 

まず、カーブ事故の特徴を得るために警視庁から得

られた多摩地区の事故データを分析した。その結果、 

①最も多い事故類型は車両相互事故であり、その中で

正面衝突が大きい割合を占める。（図１、図２） 

②中央分離施設別に事故件数をみると、中央線の存在

をより明確にするような中央帯施設になれば事故発生

は少ないといえる。（表１） 

    表１ 中央帯施設別事故率 

 従来からカーブにおいてさまざまな交通安全施設が

設置されてきた。その中には運転者の視線誘導を目的

としたものがあり、道路線形を正確に把握させること

はカーブでの安全対策の一つと考えられる。 

 そこで、本研究ではそれらの安全施設のうち、ポス

トコーンに着目してポストコーンがカーブに設置され

た際に、運転者にどのような影響を与えるか運転者の

注視特性をもとに設置効果を検証しようとするもので

ある。 

２、実験方法 

 実験は室内で、ポストコーンのないカーブで撮影し

た走行画像に画像処理によって仮想のポストコーンを

重ね合わせた画像を作製した。図３、図４のようなポ

ストコーン有無別の２つのビデオ画像に対する被験者

の注視点についてアイマークカメラを使用して比較実

験を行った。 
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   図３ ポストコーン無し 

 
  図４ ポストコーン有り（画像処理後） 
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図１ カーブ事故類型構成率  
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図2　車両相互事故内容構成率
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３、解析結果 

（１）解析方法 

 走行画像をカーブ手前区間、カーブ開始区間、カー

ブ中間区間、カーブ終端区間と区分する。次に注視対

象を１、車道外左側景色 ２，自車線路面 ３、カー

ブ前方 ４、中央付近 ５、対向車線 ６、車道外右

側景色 ７、車道外前方景色の７目標に分類し区間ご

との７目標の注視時間割合を設置前と設置後で比較し

た。 

（２）対象別平均注視時間割合 

・カーブ手前区間（図５） 

 中央付近の注視時間割合をみると、設置前では５０．

４％であるのに対し、設置後は中央付近に５５．７％

というように設置後に増加している。 

・カーブ開始区間（図６） 

 設置前では対向車線４0％、中央付近２５．４％であ

るが設置後に中央付近４４．３％と中央付近に注視点

が集中している。 

・カーブ中間区間（図７） 

 設置前では対向車線７０．６％、中央付近１２．１％

であるのに対し、設置後は中央付近に２５．９％と中

央付近への注視点が中央付近に増加している。 

・カーブ終端区間（図８） 

この区間では中央付近への視点の集中は見られない。 

カーブが終わる区間であるため、一般道路区間と同様

になっていると考えられる。 

４、まとめ 

 今回の実験から設置した中央付近に注視時間が増加

することがわかった。これからポストコーンは視線誘

導する安全施設として設置効果があると思われる。 

 同一道路条件のもとで安全施設設置効果を仮想に設

置した画像によって事前に評価する可能性を得た。                                 
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図７ カーブ中間区間、対象別平均注視時間割
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図８ カーブ終端区間、対象別平均注視時間
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図５ カーブ手前区間、対象別平均注視時間割合 
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図６ カーブ開始区間、対象別平均注視時間割合 
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